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今年の地域防災訓練は 10 月 22 日（日）です。



PB

【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

2017・9　広報いわで　　2

特
定
健
診
は
ど
う
し
て

毎
年
受
け
な
い
と
い
け
な
い
の
？

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
の

健
診
で
、
40
～
74
歳
の
方
を
対
象

に
、
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組

合
、
共
済
組
合
な
ど
皆
さ
ん
が
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

岩
出
市
国
保
で
は
、
が
ん
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
で
多
く
の
方
が
入
院
や
通
院

に
よ
り
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
病
気
は
、
か
な
り
進
行
し
な

い
と
自
覚
症
状
が
現
れ
な
い
こ
と
が

多
く
、
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
発
見

さ
れ
る
と
、
治
療
が
困
難
に
な
っ
た

り
長
期
化
し
た
り
し
ま
す
。

　

定
期
的
な
健
診
は
、
病
気
の
芽
を

早
い
う
ち
に
発
見
す
る
の
に
大
変
有

効
で
す
。 ～

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
考
え
る
～

で
示
さ
れ
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
に
も
早
期
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
診
は
、
病
気
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。
毎

年
健
診
を
受
診
し
て
い
る
と
、
あ
る

数
値
が
徐
々
に
異
常
値
に
近
づ
い
て

い
る
場
合
な
ど
、
基
準
値
内
で
あ
っ

て
も
何
ら
か
の
病
気
や
異
常
を
予
測

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
か
り
つ

け
医
に
結
果
を
報
告
し
相
談
す
る
こ

と
で
、
健
診
を
よ
り
有
効
に
活
用
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
を
受
け
て
い
る

人
と
受
け
て
い
な
い
人
と
で
は
、
年

間
の
医
療
費
に
も
違
い
が
出
て
い
ま

す
。

特
定
健
診
を
毎
年
受
け
る

メ
リ
ッ
ト

　

生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
早
期
で

は
こ
れ
と
い
っ
た
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
。
特
定
健
診
を
受
診
す
る

と
、
自
分
の
健
康
状
態
が
検
査
数
値

健
診
を
受
け
な
い
理
由
は

　

今
年
3
月
に
「
岩
出
市
民
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
で
健
診
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
健
診

を
受
け
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

○
受
け
な
い
理
由
１
：
忙
し
か
っ
た

　

か
ら

　

仕
事
が
忙
し
く
て
健
診
を
受
け
て

い
な
い
と
い
う
方
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
生
活
習
慣
病
は
知

ら
な
い
間
に
進
行
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
が
現
れ
て
か

ら
医
者
に
か
か
り
、
結
果
と
し
て
長

期
の
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
忙
し
い
方
は
、

不
規
則
な
食
生
活
や
運
動
不
足
に
も

な
り
が
ち
で
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
、
健

診
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
受
け
な
い
理
由
２
：
健
康
だ
か
ら

　

自
分
で
は
「
健
康
だ
」
と
思
っ
て

い
て
も
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
病
気

が
進
行
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
健
診
は
自
覚
症
状
の
な
い
段
階

で
早
期
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
自

分
自
身
の
体
の
状
態
を
知
る
大
切
な

手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

○
受
け
な
い
理
由
３
：
病
院
に
か
か

　

っ
て
い
る
か
ら

　
「
通
院
中
」「
治
療
中
」
と
い
う
回

答
も
あ
り
ま
し
た
。
病
院
に
通
院
し

て
い
て
も
、
医
療
で
の
検
査
と
は
違

う
項
目
も
あ
り
、
健
診
を
受
け
て
新

た
に
発
見
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
特
定
健
診
を
受
け
て
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士

な
ど
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
定
保
健
指

導
は
、
自
分
自
身
の
生
活
習
慣
を
客

観
的
に
見
直
す
と
て
も
よ
い
機
会
に

な
り
ま
す
。

年
に
1
回　

特
定
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

本
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
に
特
定
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
受
診
率
（
平
成
27
年
度
）
は

31
・
8
％
で
県
平
均
と
ち
ょ
う
ど
同

じ
で
す
が
、
全
国
平
均
36
％
に
比
べ

て
4
・
2
ポ
イ
ン
ト
も
下
回
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
市
で
は
特
定

健
診
未
受
診
者
に
は
ハ
ガ
キ
や
電
話

で
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
受
診
率
は
伸
び
ま
せ
ん
。

　

対
象
と
な
る
年
代
の
方
は
、
ぜ
ひ

年
に
１
回
特
定
健
診
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費
は
無
料
。
特
定
保

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

14,000
12,000
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2,000

0
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特
定
健
診
を
受
け
た
ら

そ
の
後
ど
う
な
る
の
？

　

特
定
健
診
を
受
け
た
方
に
は
、
健

診
結
果
に
加
え
て
必
要
な
情
報
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活

習
慣
病
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
い
と
判

断
さ
れ
た
方
に
は
、
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
た
め
に
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
特
定
保
健
指

導
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特定保健指導って何をするの？
～保健師・管理栄養士の方に

お話をお聞きしました～

私
た
ち
は
あ
な
た
の

応
援
団
で
す

担
当　
「
保
健
指
導
っ
て
『
食
べ
過

　

ぎ
は
ダ
メ
』『
お
酒
を
飲
ん
だ
ら

　

ダ
メ
』
な
ど
色
々
注
意
さ
れ
る
イ

　

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
・
・
・
」

保
健
師　
「
特
定
保
健
指
導
は
、
参

　

加
者
が
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
話
し

　

合
い
を
し
な
が
ら
進
め
る
集
団
支

　

援
と
、
個
別
に
面
接
し
て
お
話
を

　

聞
く
個
別
面
接
が
あ
り
ま
す
。
指

　

導
と
い
う
と
、
注
意
さ
れ
る
よ
う

　

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

　

せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
日
頃
の
食
生

　

活
な
ど
生
活
習
慣
等
を
お
聞
き
し
、

　

見
直
す
こ
と
が
で
き
そ
う
な
こ
と

　

を
一
緒
に
考
え
、
ど
れ
を
実
践
す

　

る
か
を
本
人
に
決
め
て
も
ら
っ
て

　

６
か
月
間
継
続
的
に
応
援
す
る
も

　

の
で
、
注
意
を
し
た
り
す
る
こ
と

　

は
全
然
な
い
で
す
よ
。」

管
理
栄
養
士　
「
そ
う
で
す
ね
。
以

　

前
参
加
さ
れ
た
方
に
、
怒
ら
れ
る

　

と
思
っ
て
構
え
て
い
た
け
ど
、
怒

　

ら
れ
な
く
て
ほ
っ
と
し
た
っ
て
お

　

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
方
が
お
ら
れ
ま

　

し
た
。」

保
健
師　
「
参
加
者
の
心
強
い
相
談

　

相
手
に
な
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　

参
加
者
を
注
意
す
る
立
場
で
は
な

　

く
、
今
後
も
元
気
に
過
ご
し
て
い

　

く
た
め
、
参
加
者
の
生
活
習
慣
の

　

問
題
点
の
見
直
し
の
応
援
を
す
る

　

応
援
団
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
と

　

嬉
し
い
で
す
。」

参
加
費
は
無
料
。
特
定
保

担
当　
「
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま

　

す
。」

管
理
栄
養
士　
「
特
定
保
健
指
導
の

　

対
象
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

　

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。
10
年
後
、
20
年
後

　

も
健
康
な
自
分
を
想
像
し
て
、
現

　

在
の
良
く
な
い
生
活
習
慣
の
見
直

　

し
に
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。」

保
健
師　
「
何
と
い
っ
て
も
無
料
で

　

す
か
ら
活
用
し
な
い
手
は
な
い
と

　

思
い
ま
す
。
特
定
健
診
の
結
果
、

　

対
象
に
な
っ
た
方
は
、
ぜ
ひ
参
加

　

し
て
く
だ
さ
い
ね
。」

健
診
結
果
の
＊
印
の

理
由
が
わ
か
る

担
当　
「
特
定
保
健
指
導
に
参
加
の

　

メ
リ
ッ
ト
っ
て
あ
る
の
で
し
ょ
う

　

か
？
」

管
理
栄
養
士　
「
６
か
月
間
取
り
組

　

ん
だ
結
果
、
実
際
体
重
が
何
キ
ロ

　

も
減
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

　

す
が
、
長
年
の
生
活
習
慣
が
積
み

　

重
ね
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
す
ぐ

　

に
結
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
多

　

い
で
す
ね
。
３
年
連
続
参
加
し
て

　

結
果
が
出
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

　

ま
す
よ
。」

管
理
栄
養
士　
「
体
重
が
減
る
な
ど

　

結
果
が
目
に
見
え
な
く
て
も
、
翌

　

年
の
検
査
の
数
値
が
変
わ
っ
た
と

　

い
う
方
も
い
ま
す
ね
。
ビ
ー
ル
の

　

本
数
を
減
ら
し
た
結
果
、
肝
機
能

　

の
数
値
が
改
善
し
た
方
も
い
ら
っ

　

し
ゃ
い
ま
し
た
。」

保
健
師　
「
特
定
健
診
の
結
果
を
み

　

た
と
き
、
＊
印
が
つ
い
て
い
る
項

　

目
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
＊
印
を
消

　

す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
が

　

具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
で
す
よ

　

ね
。
特
定
保
健
指
導
に
参
加
し
て

　

い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
の
＊
印
の
理

　

由
が
わ
か
っ
て
、
自
分
は
ど
う
し

　

た
ら
い
い
の
か
を
具
体
的
に
知
る

　

こ
と
が
で
き
る
の
が
、
メ
リ
ッ
ト

　

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。」

健
指
導
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

（上）特定保健指導スタッフの皆さん
（左下）取材の様子（右下）特定保健指導参加者の様子

特定保健指導（集団支援）の様子
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トピックス

内線だけの表記の場合：岩出市役所・・・☎ 62-2141（代）

第 12 回岩出市民運動会
生涯学習課  スポーツ健康係☎ 62-0370

　スポーツを通して、市民の皆さまのふれあいと交流を

深めていただくために、本年も「体育の日」に市民運動

会を開催いたします。

　また、スポーツアトラクションも同時に開催いたしま

すので、市民の皆さま、お誘いあわせのうえ、多数ご参

加ください。

○日時　10 月９日（月・祝）（体育の日）

※雨天等で中止の場合は 10 月 15 日（日）に延期

○場所　大宮緑地総合運動公園

○その他　

　運動会プログラムの詳細等については、市ウェブサイ

トに掲載します。また、10 月にはチラシを各戸配布い

たします。

地域づくり講座受講生募集
福祉課  総務係（内線 329）

　この講座は５回連続講座で、「顔の見える関係」づく

りをすすめ、日頃からお互いに気にかける「見守り」か

ら、災害が起きた時でもご近所同士で助け合いができる

ような地域づくりを目指すものです。

　活動のヒントがいっぱいつまった内容です。あなたも

受講して、地域で活躍してみませんか。皆さまの受講を

お待ちしています。

○対象者　

　岩出市内に居住または通勤・通学している方で、今後

地域づくり活動や活動の仲間づくりをしたいと思う方

○定員　50 名程度（先着順）

○場所　総合保健福祉センター視聴覚室（公開講座のみ  

　　　　多目的ホール）

○費用　受講費用は無料です。

○申込期間　

　9 月 29 日（金）まで（土・日・祝日は休み）

○申込方法　

　氏名・住所・電話番号と、講座受講希望の旨を上記ま

で電話でお伝えいただくか、（FAX：61 ‐ 1632）でお

申し込みください。

日　程 内　容　等
10月10日（火）

午後1時30分～3時30分

「地域福祉って、なに？」～地域福祉に求められるもの～

11月  7日（火） 「地域について、知ろう！」～地域には、こんな社会資源が～

12月  5日（火） 「社会的弱者について、知ろう！」～助け合い、支えあい、ふれあいの地域づくり～

  1月27日（土） 公開講座：「災害時の要配慮者支援を通し考える助け合い地域づくり」

  2月13日（火） 「地域でできること、やりたいことを考えよう！」～みんなでワークショップ～

支え愛♥助け合う



手話の基礎講座受講生募集
福祉課  障害福祉係（内線 339）

　聴覚に障害がある方とのコミュニケーション方法の１

つである「手話」を学びませんか。手話の基礎を楽しく

学んで、聴覚障害者との会話を広げ、共に理解を深めま

しょう。皆さんの参加をお待ちしています。

○対象者
　手話奉仕員養成講座の入門課程（テキスト手話を学ぼ 

　う手話で話そう【第 1 ～第 18 講座】）を修了されて

　いる方および修了見込の方で下記に該当される方

・岩出市内に居住または通勤・通学されている方で誕生

　年月日が平成 14 年 4 月 1 日以前の方

○講習期間・回数　（全 19 回）

・昼間の講座　

　10 月 4 日～平成 30 年 3 月 14 日

　水曜日（２～４回／月）　午後 1 時 30 分～ 3 時

・夜間の講座　10 月 5 日～平成 30 年 3 月 15 日

　木曜日（２～４回／月）　午後 7 時～ 8 時 30 分

○募集定員　各講座 20 名程度（先着順）

○講習会場　総合保健福祉センター

○費用　受講費用は無料です。テキスト代 3,240 円

○申込期間・申込方法
　9 月 11 日（月）～ 9 月 22 日（金）（土・日・祝日は休み）

　午前 9 時～午後 5 時 30 分

　

　福祉課窓口にて受講申込書に記入いただくか、市ウェ

ブサイトから受講申込書をダウンロードして郵送、Ｆ

Ａ Ｘ（61 ‐ 1632）、 ま た は Ｅ メ ー ル（fukushi-1@city.

iwade.lg.jp）でもお申し込みできます。
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「岩出げんき体操」応援講座
長寿介護課  地域包括支援センター（内線 178）

　～あなたの地域でも取り組みませんか～

　この応援講座は、毎日健康的に過ごすためには欠かせ

ない「運動」を地域の皆さんで自主的に取り組もうとし

ている団体を支援する事業です。

　応援講座では、理学療法士による「岩出げんき体操」

の指導と介護予防の講話、歯科衛生士による「健
けんこう

口体操」

の指導と口腔衛生の講話、簡単な体力測定を行います。

　地域の皆さんで、介護予防の取り組みを行い、元気な

地域をつくっていきましょう！！

○「岩出げんき体操」ってどんな体操？
☆高齢者の運動機能向上を目的に、転倒しにくい身体と

　生活の不活発を予防する体操です。

☆道具を使わずに簡単にできる体操です。ストレッチを

　中心にお口の体操なども行います。

○対象者
　地域の高齢者 （介護保険で要支援、要介護認定を受け

　ている方も参加可）

○岩出市からの支援内容
☆地域の自治会館等を利用して、「地域で介護予防のた

　めの運動をしたい。」という団体に対し、初回３回の

　指導を行います。（ただし、以下の条件を満たす団体）

①実施場所の確保 ･ 椅子 ･ テレビ ･ ＤＶＤデッキ ･ 血圧

　計等は、地域の方が準備する。

②参加者５人以上で、週１回以上実施し、最低３か月継

　続する。

　応援講座終了後の支援　⇒自主活動後、６か月毎に理

学療法士が出向き、自主活動が継続できるよう支援を行

います。

　平成 28 年度はモデル的に２か所実施、平成 29 年度

はすでに４か所から申込みがあり、支援を始めています。

　申込み等、詳しくは、長寿介護課地域包括支援センター

へお問い合わせください。
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40 歳以上の岩出市国民健康保険に加入の皆さまへ

保険年金課  国保・年金係（内線 191）　

まだ、今年の特定健診が受診できます
～特定健診を受診して健康状態をチェックしましょう！～

　

　来年 1 月 31 日（水）まで下記の医療機関で、糖尿病

や高血圧などの生活習慣病の発症と関わりがあるメタボ

リックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定

健診（個別健診）を実施しています。

　この機会にぜひ健診を受け、 ご自分の健康状態を

チェックし、生活習慣病を予防しませんか！

○健診内容

地区名 医療機関名 電話番号

岩

出

地

区

伊藤内科 ☎69-2121

宇野内科 ☎62-2101

おおみや診療所 ☎61-6151

殿田胃腸肛門病院 ☎62-9111

林循環器内科クリニック ☎62-3056

山

崎

地

区

胃腸肛門科家田医院 ☎61-1212

こうぐち内科クリニック ☎61-5252

塚本内科クリニック ☎67-3377

富田病院 ☎62-1522

ナカイマ整形外科クリニック ☎62-5558

よしだクリニック ☎69-5404

地区名 医療機関名 電話番号

根

来

地

区

かきはら胃腸科内科 ☎61-2600

豊田内科 ☎63-0297

ふじはら整形外科クリニック ☎67-3622

上

岩

出

地

区

岩田医院 ☎62-6705

宇田内科胃腸科 ☎61-2055

上岩出内科・脳神経外科 ☎69-5500

かわぐちクリニック ☎67-2334

紀の川クリニック ☎62-0717

安川診療所 ☎63-1688

やよいメディカルクリニック ☎62-7777

特定健診は無料で受診できます

平成 28 年度は 31.0％（速報値）
の国保加入者が受診されました

↓

○医療機関一覧（21 医療機関）

LED 防犯灯設置補助金を創設しました
生活環境課  生活環境係（内線 185）　

　市では、環境にやさしいまちづくりに向け、区・自治

会等における経費節減および温室効果ガスの排出量の削

減を図るため、平成 29 年度から地球環境へ負荷の少な

いＬＥＤ防犯灯を設置（器具交換）する区・自治会等に

対して補助金を交付する制度を創設しました。

〇補助金の交付対象者
　既設の蛍光灯防犯灯をＬＥＤ防犯灯へ取り替える区・

　自治会等

〇補助金の額
　ＬＥＤ防犯灯の購入経費および設置工事に要する費用

　の２分の１以内

　限度額：１基につき 20,000 円

　補助金の額に 100 円未満の端数があるときは、100

　円未満の額は切り捨てます。

〇補助金の交付を受けるには
　事前に下記の書類等を添えて補助金交付申請書の提出

　が必要となります。

・既設防犯灯設置箇所位置図

・既設防犯灯現況設置写真

・設置工事に係る見積書の写し

※申請前に取替工事を行った場合は、補助金の交付を受

　けることができません。

　・基本項目…問診・身体計測・尿検査・血圧測定・

　　　　　　　血液検査・診察

　・詳細項目…貧血検査・心電図検査
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そらまめサポート☎ 0736-60-4337

平成 29 年度「そらまめサポート」

　この講座は、いわで・きのかわファミリー・サポート・

センター「そらまめサポート」のスタッフ会員になるた

めの 6 日間の講座です。育児中の方にも受講いただけ

ます。

○対象者　岩出市、紀の川市周辺の一時保育経験者、保

　　　　　育士・看護師・ヘルパー等の有資格者、また

　　　　　は子育て経験のある方

○会　場　総合保健福祉センター　3 階　視聴覚室

　　　　　（10 月 14 日のみ 2 階研修室）

○定　員　30 名（定員になり次第締め切ります）

○参加費　無料

○申込方法
　電話・FAX・メールでお申し込みいただけます。

※全受講が原則ですが、一部受講や再受講も可能です。

　また育児中の方の一部受講も歓迎します。

※一時保育あり：無料・予約制・定員あり

　　　　　　　    2 階　和室 24 帖

○申込締切　9 月 5 日（火）まで

○問い合わせ先　

　いわで・きのかわファミリー・サポート・センター　

　「そらまめサポート」　　FAX：0736-60-4338

　Ｅメール：isora@comdesign-npo.com

日時 テーマ 講師（敬称略）

1
日
目
9月13日（水）

10:00～12:00 事業概要 そらまめサポート

13:00～15:00 安全に①（サポートの流れ・事故予防・報告書） そらまめサポート

2
日
目
9月19日（火）

10:00～12:00 親と子どもの発達と関係性支援① 米澤　好史
（和歌山大学教育学部教授・臨床発達心理士SV）

13:00～15:00 親と子どもの発達と関係性支援② 米澤　好史
（和歌山大学教育学部教授・臨床発達心理士SV）

3
日
目
9月29日（金）

10:00～12:00 こどもの栄養と食生活 松崎　博子
（和歌山信愛女子短期大学非常勤講師・栄養士）

13:00～13:30 安全に②（育児グッズ） そらまめサポート

13:30～15:00 発達課題・自閉症スペクトラムについて 森下　順子
（和歌山信愛女子短期大学准教授）

4
日
目
10月7日（土）

10:00～11:30 こどもの看護 内海　みよ子
（和歌山県立医科大学保健看護学部教授）

12:30～14:30 家庭での預かり保育 城　皆子
（NPO法人コムデザイン理事・元公立保育園長）

14:40～15:40 こどもと遊び 城　皆子
（NPO法人コムデザイン理事・元公立保育園長）

5
日
目
10月14日（土）

10:00～12:00 こどもの病気 山家　宏宣
（公立那賀病院小児科科長）

13:00～13:30 安全に③（病児預かり・報告書） そらまめサポート

13:30～15:00 病気の症状と観察、病院への受診 山入　高志
（やまいりこどもクリニック院長）

6
日
目
10月18日（水）

10:00～12:00 社会でこどもを育てるために 松本　千賀子
（そらまめサポート代表・臨床発達心理士）

13:00～15:00 安全に④（報告書・体験談） そらまめサポート

スタッフ会員になるための研修会

○研修会の日程・内容等
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あいあい・・・61-2983

9 月 10 日は下水道の日です
上下水道業務課  下水道係（内線 263・264）　

　「下水道の日」は、1961 年、著しく遅れていた下水

道の全国的な普及を図る必要があることから、このア

ピールを全国的に展開するため、「全国下水道促進デー」

として始まりました。

　岩出市では 9 月 10 日の「下水道の日」に合わせて市

内各所で啓発活動を行います。

　公共下水道は皆さまに接続していただかないことに

は、その機能を発揮することができません。

　岩出市では公共下水道への早期接続を図るために、接

続工事費の一部を補助する水洗化助成金制度と利子補給

制度を設けています。また、手続き等、詳細については

相談窓口も随時開設していますので、お気軽にご相談く

ださい。

○水洗化助成金
　助成額は供用開始から１年以内の接続で７万円、２年

以内で５万円、３年以内で３万円となっています。（そ

れぞれの年数以内に計画確認申請が受理され、180 日以

内に工事が完了した場合も、その年数の助成額となりま

す。また、それぞれの金額は上限です。工事費が助成額

以内であればその工事費が助成額となります。）

○利子補給制度
　接続工事費の支払いの為に金融機関から受けた融資に

対し、５万円を限度に利子補給金を交付するものです。

※どちらの制度も新築家屋や事務所などは対象外となっ

ています。また２つの制度を併用することはできませ

ん。

新しい農業委員会の農業委員・農地利用
農業委員会事務局（内線 230）　

○農業委員 14 名（任期…平成 29 年 7 月 20 日～３年間）

　林　光彦・榎本　治行・池田　恆雄・藤井　雅司・

　吉村　学・　勢田　幸治・亀井　裕司・村山　嘉伸・

　上野　源一・岸谷　忠彦・鳥羽　孝幸・東　由美子・

　辻　清子・奥田　喜内

○農地利用最適化推進委員６名（任期…平成 29 年 7 月

　20 日～３年間）

　土岐 　學（岡田・溝川・大町・高塚・清水・宮・西野・

　　　　　　高瀬・備前・船戸・山崎）

最適化推進委員が決まりました

　楠本　泰宣（中黒・中島）

　福山　藤次（吉田・山・境谷）

　宮本　英次（相谷・原・西安上・金池・湯窪・赤垣内・

　　　　　　　波分・曽屋・金屋・畑毛）

　亀田　保夫（根来・森・堀口・今中・川尻・安上・押

　　　　　　　川・尼ヶ辻・桜台）

　中村　和史（荊本・中迫・水栖・野上野・山田・北大

　　　　　　　池・南大池・東坂本・新田広芝・西国分）

地域防災訓練について
岩出市地域防災訓練実行委員会事務局（市役所総務課内）（内線 133）　

　岩出市地域防災訓練を 10 月 22 日（日）に、市内６

小学校（運動場・体育館）および船山地区公民館で実施

します。

　今年は風水害を想定した訓練を実施します。

　また、今年から実施時期を変更していますので、ご注

意ください。

（敬称略）
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岩出市役所・・・62-2141（代）

総合保健福祉センター
・・・61-2400

地域子育て支援センター

いわで・・・・62-3362
あいあい・・・61-2983

クリーンセンター
・・・62-0814

岩出図書館・・・・・62-7222

市民総合体育館・・・62-0370

岩出警察署・・・・・63-0110

民俗資料館・・・・・63-1499

那賀消防組合・・・・61-0119

（岩出市教育委員会）

主な機関の連絡先

問

申

☎

…問い合わせ先

…申し込み先

…電話番号

nfomation
Life

くらし
の

情 報

申し込み・問い合わせなどで住所・電
話番号の記載がないものは市役所へ

〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

おかけ間違いにご注意ください。

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

税
・
料
金

　

小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
農

耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
な
ど
は
、
公
道
を
走
行
す
る
か
ど

う
か
で
は
な
く
、
所
有
し
て
い
る
と

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
車
両
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
岩
出
市
税
条
例
第
87
条
の
規

定
に
よ
り
、
軽
自
動
車
な
ど
の
所
有

者
と
な
っ
た
日
か
ら
15
日
以
内
に
ナ

ン
バ
ー
登
録
の
手
続
き
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
手
続
き
の
際
は
、
印
鑑
、

届
出
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
免
許
証
等
）、
販
売
証
明
書
（
※
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
譲
受
な
ど
販
売
店
以
外
で
取
得
さ

れ
た
場
合
の
手
続
き
は
、
税
務
課
市

民
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
軽
自
動
車
税
は
、
原
動
機
付
自
転

車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車

お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
以
下

「
軽
自
動
車
等
」
と
い
う
。）
の
所
有

者
に
対
し
、
軽
自
動
車
等
の
主
た
る

定
置
場
（
駐
車
場
）
所
在
の
市
町
村

が
課
税
し
ま
す
。

問　

税
務
課  

市
民
税
係

　
　
（
内
線
１
４
１
～
１
４
４
）

ト
ラ
ク
タ
ー
や
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
な
ど
の
登
録

は
お
済
み
で
す
か
？

車両の種類 該当用件 税率（年間）

小
型
特
殊
自
動
車

農耕用
農耕用トラクター、コンバイ
ン、田植機、農業用薬剤散布
車など

最高速度が時速35km未満
（※乗用装置があるもの）

2,400円

その他
フォークリフト、ショベル
ローダ、タイヤローラ、ロー
ドローラなど

車両の長さ    4.7ｍ以下
車両の幅    　1.7ｍ以下
車両の高さ    2.8ｍ以下
最高時速        15km以下
のすべてを満たすもの

5,900円

軽自動車税の対象となる小型特殊自動車

市
税
の
口
座
振
替
を
し

ま
せ
ん
か

　

税
金
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・
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道
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。
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計
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康
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税

○
取
扱
金
融
機
関
（
順
不
同
）
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に
信
用
金
庫
・
近
畿
労
働
金
庫
・
紀

の
里
農
業
協
同
組
合
・
池
田
泉
州
銀

行
（
和
歌
山
支
店
）・
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局

○
ご
注
意

・  

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
内
の
取

　

扱
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務

　

課
・
保
険
年
金
課
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

　

行
・
郵
便
局
の
依
頼
書
は
除
く
。）

　

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

・  

お
申
込
み
に
は
、
金
融
機
関
へ
の

　

お
届
印
（
通
帳
届
出
印
）
が
必
要

　

で
す
。

・  

手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の

　

で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
お
申
込
み
時
期
に
よ
っ
て

　

は
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

問　

税
務
課  

納
税
係

　
　
（
内
線
１
５
１
～
１
５
３
）

　広報いわでに載せる広告を募集
しています。
1 枠　10,000 円（2 枠、3 枠有り）
※ 6 か月以上の継続掲載で 1 枠
8,000 円に！市ウェブサイトの広
告もあります。
問　市長公室　（内線 119）

　◆広告募集◆
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9 月夜間納税相談日
14 日（木）・28 日（木）

午後 8 時まで

窓口　保険年金課

10 月 2 日（月）です。

■国民健康保険税第 4 期
■後期高齢者医療保険料第 3 期
■介護保険料第 4 期

納   期   限

国民健康保険税・後期高齢者医療

健
康
・
介
護

保険料

固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

（
賦
課
期
日
）
現
在
に
、
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
を
所

有
し
て
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
１
月
２

日
以
降
に
売
買
な
ど
で
所
有
権
を
移

転
し
た
場
合
や
、
建
物
を
取
り
壊
さ

れ
た
場
合
も
、
１
月
１
日
現
在
の
所

有
者
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

不
動
産
の
売
買
契
約
の
際
に
、
税
額

の
一
部
を
買
主
が
負
担
す
る
場
合
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
売
買
の
当
事
者
間
が
契
約
等
に

よ
っ
て
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
固

定
資
産
税
の
納
税
義
務
と
は
関
係
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
場
合
「
固
定
資
産
税

は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
の
税
金
な
の

か
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

す
が
、
固
定
資
産
税
は
年
税
で
あ
る

た
め
、
そ
の
よ
う
な
規
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問　

税
務
課  

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）

67
～
69
歳
の
方
へ

老
人
医
療
助
成
制
度

○
対
象
者　

　

岩
出
市
に
住
所
が
あ
り
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
満
67
歳
の
誕
生
日

か
ら
満
70
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月

の
末
日
ま
で
の
方
で
、
次
の
７
つ
の

資
格
要
件
を
満
た
す
方
は
、
老
人
医

療
助
成
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

︻
７
つ
の
資
格
要
件
︼

①
あ
な
た
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

　

保
険
者
で
な
い
こ
と

②
あ
な
た
が
、
生
活
保
護
法
に
よ
る

　

保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

③
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

が
、
市
町
村
民
税
を
課
さ
れ
て
い

　

な
い
こ
と

④
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

の
前
年
中
の
収
入
の
合
計
金
額
が

　

次
の
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

世帯人員 収入の合計金額
１人（単身）世帯 100万円

２人世帯 140万円

３人世帯 180万円

　●以下、１人増えるごとに 40 万円を加算。
　収入には、「遺族年金」・「障害年金」・「恩　
　給」その他保険給付金など、あらゆる収入

⑤
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

の
※
金
融
資
産
が
、
次
の
両
方
の

　

基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

・
あ
な
た
自
身
の
金
融
資
産
の
合
計

　

額
が
、３
５
０
万
円
以
下
で
あ
る
。

・
世
帯
全
員
の
金
融
資
産
の
合
計
額

　

が
、
３
５
０
万
円
×
世
帯
員
数
以

　

下
で
あ
る
。

※
金
融
資
産
と
は
、
預
貯
金
、
国
債
、

株
式
等
を
い
い
ま
す
。

⑥
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

が
、
い
ま
住
ん
で
い
る
土
地
・
家

　

屋
を
除
き
、
地
金
な
ど
の
動
産
や

　

不
動
産
（
田
畑
、
山
林
等
た
だ
ち

　

に
処
分
が
難
し
い
も
の
を
除
く
。）

　

な
ど
活
用
で
き
る
資
産
を
所
有
し

　

て
い
な
い
こ
と

⑦
あ
な
た
が
、
あ
な
た
の
世
帯
以
外

　

の
方
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な
い

　

こ
と

・
他
の
世
帯
の
方
の
所
得
税
ま
た
は

　

市
町
村
民
税
の
扶
養
控
除
に
お
い

　

て
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い
こ

　

と
・
他
の
世
帯
の
方
が
被
保
険
者
と
な

　

っ
て
い
る
医
療
保
険
の
被
扶
養
者

　

で
な
い
こ
と

○
申
請
窓
口　

保
健
医
療
係

問　

保
険
年
金
課  

保
健
医
療
係

　
　
（
内
線
１
８
３
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
へ

　

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か

け
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用

し
た
場
合
、
１
か
月
の
自
己
負
担
額

が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財

政
の
改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り

替
え
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
薬
剤

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ

　

ー
ル
セ
ン
タ
ー　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

　

ル
☎
０
１
２
０
‐
53
‐
０
０
０
６ 

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６

　

８
８

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

金池92（あいあいセンター内）

　が含まれます。
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

9月　休日歯科急患当番表
那賀歯科医師会

日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来院く
　ださい。
※当番医が急に変更になる場合があります。
　電話が通じないときは消防署（☎ 61-1791）
　にお問い合わせください。

日 曜 歯 科 医 院 名 住     所（診療所） TEL
3 日 中西歯科医院 紀の川市打田169-2 78-2233

10 日 えのき歯科 岩出市西国分529-4 63-3763
17 日 吉村歯科医院 紀の川市貴志川町長原248-8 64-8111
18 月 青木歯科医院 岩出市吉田257-1 61-0889
23 土 安村歯科医院 紀の川市名手市場161-2 75-2202
24 日 田原歯科 紀の川市貴志川町前田86-7 64-1080

休
日
や
夜
間
に
利
用
で

き
る
病
院
の
ご
案
内

︻
那
賀
休
日
急
患
診
療
所
︼

　

紀
の
川
市
東
大
井
３
５
０

　

☎
77 

‐
６
４
１
０

○
診
療
科
目　

内
科
・
外
科

○
診
療
時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

※
受
付
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

︻
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
︼

　

３
６
５
日
24
時
間
対
応

　

近
く
の
医
療
機
関
の
案
内
が
あ
り

ま
す
。

　

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

︻
和
歌
山
市
夜
間
・
休
日
応
急
診
療

セ
ン
タ
ー
︼（
夜
間
・
休
日
診
療
）　

　

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
８
１
８
１

一
般
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
に
つ
い
て

　

不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
の
不
妊
治
療

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

○
対
象
と
な
る
治
療

①
医
療
保
険
各
法
に
規
定
す
る
療
養

　

の
給
付
が
適
用
と
な
る
不
妊
治
療

②
医
療
保
険
適
用
外
の
不
妊
治
療
の

　

う
ち
、
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授

　

精
を
除
く
治
療

③
治
療
開
始
前
に
行
っ
た
不
妊
原
因

　

を
調
べ
る
た
め
の
検
査

○
助
成
対
象
者

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
ご
夫

　

婦
で
、
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か

　

一
方
が
、
和
歌
山
県
内
に
１
年
以

　

上
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

②
申
請
日
に
お
い
て
、
本
市
に
夫
ま

　

た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
が
住
民

　

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　

こ
と

④
夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

　

７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

○
申
請
期
間　

治
療
の
受
け
た
日
の

　

属
す
る
年
度
の
３
月
末
ま
で
に
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
助
成
内
容

・
助
成
額
︙
１
年
度
に
つ
き
３
万
円

　

を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

・
助
成
期
間
︙
連
続
す
る
２
年
間
助

　

成
し
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し

く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進

　

係
☎
61
‐
２
４
０
０

献　血

○日時・場所
 ・9 日（土）　（株）オークワミレニアシ

　　　　　　　ティ岩出店

　午前 10 時～正午、 午後 1 時～ 4 時 30 分 

問　保健推進課  保健推進係☎ 61 ‐ 2400

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

資
源
化
可
能
な
紙
類
の

分
別
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

環
境
・
エ
コ

　

市
で
は
、
資
源
ご
み
の
分
別
と
し

て
紙
類
（
新
聞
、
雑
誌
・
チ
ラ
シ
、

段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
）、
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
衣
類
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
燃
え
る
ご
み
の

中
に
は
ま
だ
ま
だ
雑
紙
等
が
混
入
し

て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙
類
は
、
き

ち
ん
と
分
別
す
れ
ば
、「
ご
み
」
で

は
な
く
「
資
源
」
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
ま
す
。
紙
類
の
分
別
に
よ

り
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

紙の箱 チラシ

紙袋・包装紙 はがき等

○
資
源
ご
み
で
出
せ
る
雑
紙　

　　　　

こ
れ
ら
は「
ご
み
」で
は
な
く
、「
資

源
」
で
す
。
捨
て
る
と
き
は
雑
誌
や

チ
ラ
シ
と
一
緒
に
し
て
、
資
源
ご
み

と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

燃えるごみではなく分別して資源ごみへ

←
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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

︻
ご
み
の
搬
入
時
間
︼

・
月
～
金　

 
午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日 　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

３
時  （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

※
資
源
ご
み
分
別
区
分
の
「
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」「
衣
類
」
の

中
に
粗
大
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。「
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
に
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装

ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
衣
類
」

に
は
毛
布
、
布
団
、
枕
、
カ
ー
テ
ン

等
の
布
類
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

回収区域
不燃物回収日

（カン・ビン類）
資源ごみ

回収日

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
   6日・20日

（第1・3水曜日）
毎週

金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
  13日・27日

（第2・4水曜日）
毎週

木曜日

9 月の不燃物と資源ごみの回収予定日

　

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
（
衣
服
）
は

指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
指
定
の

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
‐
０
８
１
４ 　

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
・

生
ご
み
処
理
容
器
購
入

補
助
制
度
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
（
容

器
）
を
購
入
す
る
方
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
次
の
と
お
り
補
助
し
て
い

ま
す
。

︻
生
ご
み
処
理
容
器
︼

○
補
助
率　

４
分
の
３

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
居
住
す
る
方
（
法
人
等
事

　

業
所
は
除
く
）

②
堆
肥
化
し
た
物
に
つ
い
て
は
、
自

　

己
処
理
で
き
る
方

③
当
該
処
理
容
器
の
使
用
状
況
等
の

　

報
告
を
市
の
求
め
に
応
じ
て
協
力

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
方

○
受
付
期
間

　

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

○
申
込
方
法

　

購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を

ご
持
参
の
上
、
生
活
環
境
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

品名 購入金額 補助金額 自己
負担金

生ごみ処理容器（Ａタイプ）130ℓ

縦56cm×横56cm×高さ65cm
5,184円 3,888円 1,296円

生ごみ処理容器（Ｂタイプ）15ℓ

直径30.7cm×高さ40.2cm
4,082円 3,062円 1,020円

︻
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
︼

○
補
助
率　
　
　

２
分
の
１

○
補
助
上
限
額　

３
万
円

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居

　

住
し
て
い
る
方
（
法
人
等
事
業
所

　

は
除
く
）

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売
店
か

　

ら
処
理
機
を
購
入
す
る
方

③
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
の
期
間 

　

に
処
理
機
を
購
入
し
、
自
己
の
住

　

居
に
設
置
で
き
る
方

④
周
辺
の
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

　

よ
う
、
常
に
良
好
な
状
態
で
維
持

　

管
理
で
き
る
方

⑤
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
適
切

　

に
処
理
し
、
生
ご
み
を
減
量
化
で

　

き
る
方

⑥
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑦
過
去
５
年
間
に
電
動
式
生
ご
み
処

　

理
機
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

　

い
な
い
方

⑧
当
該
処
理
機
の
使
用
状
況
等
の
報

　

告
を
市
の
求
め
に
応
じ
て
協
力
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
方

○
受
付
期
間

　

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

○
申
込
方
法

　

申
請
書
は
、
生
活
環
境
課
窓
口
ま

た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

○
補
助
金
額
等

　

１
世
帯
当
た
り
１
台
と
し
、
購
入

金
額
の
２
分
の
１
の
額
を
補
助
。
た

だ
し
、
補
助
限
度
額
は
、
３
万
円
と

し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

A タイプ

B タイプ（2 個で 1 セット）



13　　広報いわで　2017・9

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

ご
み
な
ど
の
野
焼
き
は

や
め
て

　
「
近
所
の
野
焼
き
の
煙
が
、
家
の

中
に
入
っ
て
き
て
迷
惑
し
て
い
る
」

と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

野
焼
き
（
ド
ラ
ム
缶
で
ご
み
を
燃

や
す
行
為
も
含
む
）
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

煙
や
悪
臭
に
よ
り
近
所
迷
惑
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
有
害
物
質
を
発
生

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
人
の
健
康

へ
の
問
題
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

野
焼
き
の
禁
止
の
例
外
は
、「
風

俗
慣
習
上
や
宗
教
上
の
行
事
」・「
農

業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
」・「
た
き
火
な
ど
の
軽
微

な
も
の
」
な
ど
で
す
。
例
外
で
あ
っ

ご
み
集
積
施
設
等
設
置

の
補
助
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
ご
み
集
積
所
の
環
境
保

全
や
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た

め
、
ご
み
の
飛
散
防
止
や
鳥
獣
等
に

よ
る
ご
み
の
散
乱
防
止
対
策
と
し

て
、
ご
み
集
積
施
設
の
設
置
や
ネ
ッ

ト
の
設
置
を
行
う
区
・
自
治
会
等
に

左
記
の
と
お
り
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

︻
ご
み
集
積
施
設
︼

○
補
助
率　

設
置
に
要
す
る
経
費
の

　

2
分
の
1
以
内

○
補
助
上
限
額　

10
万
円

○
補
助
対
象

　

市
内
の
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
ご
み
集
積
所
で
、
ご
み
集
積
所
の

形
態
（
ブ
ロ
ッ
ク
積
等
）
の
な
い
置

き
場

︻
ご
み
散
乱
防
止
ネ
ッ
ト
︼

○
補
助
率　

送
料
等
を
除
く
購
入
金

　

額
の
３
分
の
２
以
内

○
補
助
上
限
額　

３
万
円

○
補
助
対
象　

　

市
内
の
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
ご
み
集
積
所

○
申
請
枚
数

　

ご
み
集
積
所
１
箇
所
に
つ
き
１
枚

○
受
付
期
間

　

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　

申
し
込
み
は
、
区
・
自
治
会
等
の

代
表
の
方
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
前
に
設
置
を
行
っ
た
場
合

は
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
込
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
生
活
環
境
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

て
も
、
住
宅
地
に
近
い
場
所
で
は
、

風
向
き
や
時
間
帯
に
配
慮
す
る
な

ど
、
周
り
の
人
に
迷
惑
が
及
ば
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）

平
成
29
年
度
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
金

　

生
活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の

向
上
を
図
る
た
め
、
生
活
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
受
付
期
間　

　

最
終
の
受
付
は
、
概
ね
12
月
ま
で

と
し
ま
す
。

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
算

額
に
達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

○
補
助
金
額

５
人
槽　
　
　

３
３
２
︐
０
０
０
円

６
～
７
人
槽　

４
１
１
︐
０
０
０
円

８
～
50
人
槽　

５
１
９
︐
０
０
０
円

○
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
に

変
更
す
る
際
の
︑
単
独
浄
化
槽
撤
去

費
用
補
助

　

工
事
に
要
し
た
額
。
た
だ
し
上
限

を
９
０
︐
０
０
０
円
と
し
ま
す
。

○
応
募
条
件

・
平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
３

　

月
末
ま
で
に
設
置
さ
れ
る
方

・
岩
出
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

　

る
方
、
ま
た
は
浄
化
槽
設
置
後
に

　

速
や
か
に
住
民
登
録
を
さ
れ
る
方

・
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
実
績

　

報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

・
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
に
基

　

づ
く
確
認
ま
た
は
浄
化
槽
法
第
五

　

条
第
一
項
に
基
づ
く
設
置
の
届
出

　

の
審
査
を
受
け
ず
に
、
浄
化
槽
を

　

設
置
す
る
者

・
補
助
事
業
の
期
間
内
（
平
成
29
年

　

４
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
末
）
に

　

浄
化
槽
を
設
置
で
き
な
い
者

・
販
売
ま
た
は
賃
貸
の
目
的
で
浄
化

　

槽
付
住
宅
（
共
同
住
宅
を
含
む
）

　

を
建
築
す
る
者

※
売
買
契
約
が
成
立
し
て
以
降
の
申

請
は
可

・
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
賃
貸
人

　

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
者

・
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
住

　

宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
分
の
一

　

未
満
の
場
合

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内
に

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
者

○
そ
の
他

　

浄
化
槽
を
埋
設
す
る
と
き
は
、
機

種
お
よ
び
人
槽
を
確
認
す
る
た
め
市

の
立
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
補
助

金
申
請
後
に
市
役
所
生
活
環
境
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
前
に
工
事
を
行
っ
た
場
合
は

補
助
金
の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
、
生
活

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係 

　
　
（
内
線
１
９
７
）
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

募　

集

公
益
財
団
法
人
上
田
徳

一
・
千
代
子
育
英
奨
学
会

第
30
期
奨
学
生
募
集

○
募
集
期
間　

９
月
29
日
ま
で

○
対
象　

岩
出
市
の
市
民
税
所
得
割

　

額
が
平
均
額
以
下
の
世
帯

○
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
志
願
者
の
在
学
す
る
学
校

　

の
推
薦
書

③
奨
学
生
志
願
者
の
家
族
の
平
成
29

　

年
度
（
平
成
28
年
分
）
課
税
証
明

　

書
④
奨
学
生
志
願
者
の
住
民
票
（
世
帯

　

全
員
の
も
の
）

※
願
書
は
、
岩
出
市
教
育
委
員
会
内

上
田
徳
一
・
千
代
子
育
英
奨
学
会
事

務
局
で
交
付
し
ま
す
。

○
提
出
方
法

　

奨
学
生
志
願
者
の
在
学
校
ま
た

は
、
卒
業
学
校
を
経
由
し
て
事
務
局

ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
給
・
貸
与
金
額
お
よ
び
採
用
人
数

①
高
等
学
校
奨
学
生
（
３
年
制
）

　
　

月
額
１
万
５
千
円
・
・
・
２
名

②
大
学
奨
学
生
（
短
期
大
学
除
く
）

　
　

月
額
３
万
円
・
・
・
・
・
２
名

※
た
だ
し
、
奨
学
金
を
給
・
貸
与
す

る
期
間
は
、
正
規
の
最
短
修
業
年
限

と
し
、
給
・
貸
与
を
受
け
た
奨
学
生

は
、
奨
学
金
の
半
額
を
償
還
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
選
考
方
法

　

第
１
次　

書
類
審
査

　

第
２
次　

筆
記
試
験

問　

上
田
徳
一
・
千
代
子
育
英
奨
学

　

会
事
務
局　

教
育
総
務
課  

学
校

　

教
育
係
（
内
線
２
７
８
）

平
成
29
年
度
「
緑
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
表

彰
功
労
者
推
薦
受
付

　

潤
い
の
あ
る
緑
豊
か
な
生
活
環
境

を
確
保
し
、
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
実

感
で
き
る
生
活
を
実
現
す
る
た
め

に
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
で

は
、毎
年
10
月
を
「
都
市
緑
化
月
間
」

と
し
、
広
く
国
民
の
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
各
種
の
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
緑

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
表
彰
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
次
の
要
領
で
被
表

彰
者
候
補
の
推
薦
を
募
集
し
ま
す
。

○
表
彰
の
対
象

　

岩
出
市
内
に
お
い
て
、
居
住
ま
た

は
活
動
し
て
お
り
、
下
記
に
該
当
す

る
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る

個
人
ま
た
は
団
体
を
対
象
と
し
ま

す
。

①
公
園
緑
地
の
ま
ち
づ
く
り

②
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

③
道
路
の
ま
ち
づ
く
り

④
河
川
等
の
ま
ち
づ
く
り

○
対
象
者
の
推
薦
方
法

①
推
薦
は
区
長
、
自
治
会
長
ま
た
は

　

市
内
の
公
共
的
団
体
等
の
代
表
者

　

が
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

②
推
薦
の
締
切
り
は
、
９
月
29
日
ま

　

で
と
し
ま
す
。

○
受
賞
者
の
選
定
と
表
彰
の
方
法

①
推
薦
を
受
け
た
も
の
の
中
か
ら
選

　

考
委
員
会
で
選
考
の
後
、
市
長
が

　

受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

②
表
彰
者
に
は
、
表
彰
状
の
授
与
を

　

行
い
ま
す
。

○
申
請
用
紙

　

申
請
用
紙
等
は
事
業
部
都
市
計
画

課
に
て
配
布
し
ま
す
。

○
表
彰
の
時
期

　

10
月
下
旬
、
岩
出
市
役
所
に
て
実

施
予
定
。

問　

都
市
計
画
課
（
内
線
２
２
３
）

講
座
・
催
し

○
演
題

　
「
熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て
」

○
講
師　

大
塚
製
薬
大
阪
支
店　

和

　

歌
山
出
張
所
販
売
促
進
担
当　

　

久ひ
さ
と
み冨　

健け
ん
た太　

氏 

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
根
来
学
園

　

日
付　

9
月
4
日
（
月
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
付　

9
月
6
日
（
水
）

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

9
月
8
日
（
金
）

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

9
月
11
日
（
月
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

9
月
13
日
（
水
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者　

　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の

方問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進

　

係
（
内
線
２
８
４
・
２
８
７
）

ふ  

れ  

あ  

い  

学  

級

成　

人　

講　

座

○
演
題

　
「
運
転
免
許
更
新
と
交
通
安
全
」

○
日
時　

9
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
講
師　

岩
出
警
察
署
交
通
課
長　

　
　
　
　

廣ひ
ろ
う
み海　

泰や
す
ひ
ろ宏　

氏

問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進

　

係
（
内
線
２
８
４
・
２
８
７
）

第
31
回
岩
出
市
民
ゴ
ル

フ
大
会
参
加
者
募
集
の

案
内

○
日
時　

9
月
12
日
（
火
）

○
場
所　

紀
伊
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

○
プ
レ
ー
費

　

７
︐
４
４
０
円
（
食
事
代
含
）

FAX
○
会
費

　

１
︐
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
定
員　

１
０
０
名

※
１
組
（
４
名
）
１
名
ま
で
他
市
在

住
者
の
参
加
が
で
き
ま
す
。

※
岩
出
市
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

申
・
問　

岩
出
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務

　

局　

担
当　

西
中

　

☎
62
‐
２
１
７
８

　
　

62
‐
２
５
０
７
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

ふ
ら
っ
と
シ
ア
タ
ー

　

今
月
は
、「
人
生
い
ろ
ど
り
」
を

上
映
し
ま
す
。

　

高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
む
徳
島
県

の
上
勝
村
で
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
女

性
た
ち
が
中
心
と
な
り
葉
っ
ぱ
を
料

理
の
ツ
マ
と
し
て
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
が
大
成
功
を
収
め
た
実
話
を
映
画

化
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
～
も
う

ヒ
ト
ハ
ナ
、
咲
か
そ
～
左
記
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

９
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所　

岩
出
図
書
館
大
会
議
室

※
入
場
は
無
料
（
先
着
１
０
０
名
）

問　

市
役
所  

福
祉
課  

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
２
１
）

　
　

岩
出
図
書
館
☎
62
‐
７
２
２
２

ぴ
あ
サ
ロ
ン
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る

家
族
の
交
流
会
で
す
。

　

今
回
は
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
で
あ

る
安
川
先
生
を
お
招
き
し
、
認
知
症

に
関
す
る
講
義
や
、
皆
さ
ん
で
気
に

な
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
う
場
も
設

け
て
い
ま
す
。

○
日
時　

9
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

没後 120 年　陸奥宗光シンポジウムを開催します
○日時　9 月 23 日（土・祝）　午後 1 時 30 分～ 4 時　　○場所　旧和歌山県議会議事堂（一乗閣）

○定員　300 名　　○参加費　無料　　○申込期限　9 月 15 日（金）まで

○内容　東京大学名誉教授　御
みくりや

厨　貴
たかし

さんによる基調講演とパネルディスカッション

○申込み　事前にメールまたはＦＡＸで参加申込が必要です。

問　和歌山県　文化学術課　☎ 073-441-2050　FAX：073-436-7767　E-mail：e0221001@pref.wakayama.lg.jp

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

会
議
室
Ｂ

○
講
師　

安
川
診
療
所　

　
　
　
　

安や
す
か
わ川　

修
し
ゅ
う　

氏

○
対
象
者　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ

　

れ
て
い
る
ご
家
族
や
関
係
者

※
認
知
症
の
方
ご
本
人
の
参
加
に
つ

い
て
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費　

無
料

問　

長
寿
介
護
課  

地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
３
２
）

食
べ
ち
ゃ
え
！
き
の
か

わ　

ぐ
る
リ
ン
♪
ラ
リ

ー
第
2
弾
に
つ
い
て

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
「
食
べ

ち
ゃ
え
！
き
の
か
わ
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
紀
の
川
サ
イ
ク
リ
ス
ト
お

も
て
な
し
ス
ポ
ッ
ト
」
各
店
を
自
転

車
で
巡
る
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
！

　

自
転
車
の
種
類
は
問
わ
な
い
の

で
、
お
子
さ
ま
か
ら
ご
年
配
の
方
ま

で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
豪
華
賞

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

○
開
催
期
間

　

９
月
１
日（
金
）～
11
月
30
日（
木
）

○
応
募
締
切

　

12
月
４
日
（
月
）　

※
消
印
有
効

問　

紀
の
川
エ
リ
ア
観
光
サ
イ
ク
リ

　

ン
グ
推
進
協
議
会
事
務
局　
　

　

☎
61
‐
０
０
１
４

根来寺宝物展を開催します
「根来寺の能面」

○展示内容　能面を中心に参考文献や写真パネルなどの展示を行います。

○展示場所　民俗資料館　１階　企画展示室

○展示期間　９月 13 日（水）～ 10 月 16 日（月）午前９時～午後５時　※資料館への入館は、午後４時 30 分まで。

○展示期間中の休館日　19 日（火）、26 日（火）、10 月３日（火）、10 月 10 日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　民俗資料館☎ 63 ‐ 1499

「旧和歌山県会議事堂」重要文化財指定記念講演
○日時　9 月 11 日（月）　午後 6 時～ 7 時 30 分（予定）　　○場所　旧和歌山県議会議事堂（一乗閣）

○定員　200 名　　○参加費　無料　　○申込期限　9 月 4 日（月）まで　

○内容　東京文化財研究所長　亀
か め い

井　伸
の ぶ お

雄さんによる記念講演と地元いわでチェンバーアンサンブルによるミニ

　　　　コンサート

○申込み　事前にメールまたはＦＡＸで参加申込が必要です。

問　和歌山県　文化学術課　☎ 073-441-2050　FAX：073-436-7767　E-mail：e0221001@pref.wakayama.lg.jp
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

岩
出
警
察
署
か
ら
の
お

知
ら
せ

○
違
法
・
迷
惑
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　

道
路
上
に
車
両
を
駐
車
す
れ
ば
道

路
の
見
通
し
を
妨
げ
ま
す
。

　

車
の
影
か
ら
子
ど
も
等
が
飛
び
出

し
、
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
進
路
を
塞
ぐ
こ
と
に
よ

り
、
交
通
渋
滞
や
通
行
の
支
障
に
も

な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
パ
ト
カ
ー
や
救
急
車
等

の
緊
急
車
両
の
通
行
に
も
支
障
が
出

ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
違
法
・
迷

惑
駐
車
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
通
勤
・
通
学
時
間
帯
の
交
通
事
故

が
多
発
！

　

午
前
８
時
か
ら
午
前
９
時
ま
で
の

間
、
午
後
６
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

の
間
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

通
勤
・
通
学
時
間
帯
は
交
通
量
が

多
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
朝
の
出

勤
・
通
学
時
に
は
遅
刻
し
な
い
よ
う

に
と
普
段
よ
り
速
度
を
出
し
て
し

ま
っ
た
り
、
安
全
確
認
を
怠
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
、
そ
れ
が
交
通
事
故
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た
運
転
が

大
切
で
す
。

　

通
勤
・
通
学
に
関
わ
ら
ず
、
出
か

け
る
際
は
早
め
に
出
発
す
る
等
、
時

間
に
ゆ
と
り
の
あ
る
行
動
を
心
が

け
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問　

岩
出
警
察
署
☎
63
‐
０
１
１
０

お
知
ら
せ

「
避
難
準
備
情
報
」
等
の

名
称
変
更
に
つ
い
て

　

内
閣
府
は
、
平
成
28
年
の
台
風
10

号
に
よ
る
水
害
に
お
い
て
、
高
齢
者

施
設
で
の
「
避
難
準
備
情
報
」
に
伴

う
避
難
行
動
が
適
切
に
と
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
高

齢
者
等
が
避
難
を
開
始
す
る
段
階
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
た

め
、「
避
難
準
備
情
報
」の
名
称
を「
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
に

変
更
し
ま
し
た
。

和
歌
山
市
か
ら
自
治
体

連
携
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
お
知
ら
せ

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に
お

い
て
も
、
活
力
あ
る
社
会
経
済
を
維

持
す
る
た
め
、
国
は
、
自
治
体
が
連

携
し
て
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
市
で
は
、
岩
出
市
を
含
む

近
隣
自
治
体
と
の
広
域
的
な
連
携
に

関
す
る
検
討
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
岩
出

市
内
に
在
住
の
15
歳
以
上
の
方
の
中

か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ
方
を
対
象
に

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
対
象
の
方

水
道
の
ご
使
用
に
つ
い

て
　

お
引
越
し
な
ど
に
よ
り
水
道
を
使

用
す
る
と
き
や
中
止
す
る
と
き
の
手

続
き
に
は
次
の
書
類
な
ど
が
必
要
で

す
。

○
水
道
を
使
用
す
る
と
き　

・
賃
貸
物
件
の
場
合

①
給
水
装
置
所
有
者
の
認
印
も
し
く

　

は
賃
貸
契
約
書

②
新
使
用
者
の
認
印

・
建
物
等
売
買
の
場
合

①
旧
所
有
者
の
実
印
と
印
鑑
証
明
書

　
（
発
行
か
ら
６
か
月
以
内
）
も
し

　

く
は
売
買
契
約
書

②
新
所
有
者
の
認
印

○
水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き　

・
現
在
の
使
用
者
の
認
印

※
届
出
に
は
他
の
添
付
書
類
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
電
話
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

申
請
日
当
日
の
水
道
の
開
閉
栓
は

業
務
の
都
合
に
よ
り
伺
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

岩
出
市
に
お
い
て
も
、
今
回
の
名

称
変
更
に
伴
い
、
災
害
発
生
も
し
く

は
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

新
た
な
名
称
で
避
難
情
報
を
発
令
し

ま
す
。

問　

総
務
課  

危
機
管
理
係

　
　
（
内
線
１
３
３
）

（
変
更
前
）

（
変
更
後
） 避  

難  

指  

示

避  

難  

勧  

告

避  

難  

準  

備  

情  

報

避
難
指
示
（
緊
急
）

避  

難  

勧  

告

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

　

受
付
時
間
は
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
30
分
で
す
。（
土
・
日
・
祝

日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

上
下
水
道
業
務
課  

上
水
道
係

　
　
（
内
線
２
６
２
・
２
９
５
）

に
は
、
9
月
以
降
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
票
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問　

和
歌
山
市
役
所　

企
画
課　
　

　

☎
０
７
３
‐
４
３
５
‐
１
０
１
５

就業構造基本調査実施のお知らせ
　総務省統計局では、10 月 1 日現在で、就業構造基本調査を実施します。

　この調査は、日本の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的としており、

国が実施する統計調査のうち、統計法により特に重要なものとされる「基幹統計調

査」です。

　9 月下旬から、調査員が調査をお願いする世帯に伺いますので、ご回答にご協力

いただきますようお願いいたします。　問　市長公室  市民ふれあい係（内線 119）
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

和
歌
山
労
働
局
で
は
労

働
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
ま
す

　

解
雇
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働
問

題
全
般
に
つ
い
て
、
電
話
や
面
接
で

の
労
働
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら
の

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
、
ご
利
用
は
無
料

で
、
専
門
の
相
談
員
が
対
応
い
た
し

ま
す
。

　

相
談
者
の
方
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
に
配
慮
し
た
相
談
対
応
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
最
寄
り

の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
和
歌

山
労
働
局
・
各
労
働
基
準
監
督
署
内

に
設
置
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

みんなで手話を学ぼう！

①左手首あたりを右手握りこぶしで
　2 回たたく。

9
月
10
日
～
16
日
は
自

殺
予
防
週
間
で
す

今月は「お疲れ様」です。

②手刀を上にあげる。

① ②

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経

済
対
策
分
）
の
申
請
受

付
に
つ
い
て

○
申
請
受
付
期
間

　

9
月
22
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は

同
日
必
着
）

○
支
給
額　

　

対
象
者
1
人
に
つ
き
１
５
︐

０
０
０
円

○
対
象
者

　

平
成
28
年
度
の
市
県
民
税
（
均
等

割
）
が
非
課
税
の
方

※
平
成
28
年
度
の
市
県
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養

親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書

等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
‐

　

１
１
９
２
‐
59

　
（
平
日   

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.city.iw

ade.lg.jp/　

　

fukushi/keizaitaisaku.htm
l

　

9
月
10
日
の
「
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
」
か
ら
１
週
間
は
、
自
殺
予
防

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
10

年
以
降
連
続
し
て
３
万
人
を
超
え
る

状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

24
年
に
15
年
ぶ
り
に
３
万
人
を
下
回

り
ま
し
た
。
以
降
４
年
連
続
で
３
万

人
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
多
く
の
人
が
自
ら
命
を
絶
た
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
お
け
る
全
国
の
自
殺

者
数
は
２
１
︐
８
９
７
人
（
人
口

10
万
人
対
17
・
1
）、
和
歌
山
県
で

は
２
３
７
人
（
人
口
10
万
人
対
23
・

84
）
で
し
た
。（
警
察
庁
統
計
に
よ

る
）

　

自
殺
の
要
因
は
一
つ
で
は
な
く
、

社
会
構
造
・
経
済
的
要
因
等
が
か
ら

み
あ
っ
た
複
雑
な
問
題
が
背
景
に
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
自

分
や
周
囲
の
方
の
こ
こ
ろ
の
健
康
・

い
の
ち
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
あ
な
た
に
も
で
き
る
自
殺
予
防
の

た
め
の
行
動

・  

気
づ
き
︙
家
族
や
仲
間
の
変
化

　

に
気
づ
い
て
声
を
か
け
る
。

・  

傾
聴
︙
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重

　

し
耳
を
傾
け
る
。

・ 

つ
な
ぎ
︙
早
め
に
専
門
家
に
相
談

　

す
る
よ
う
促
す
。

・  

見
守
り
︙
温
か
く
寄
り
添
い
な

　

が
ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る
。

問　

福
祉
課
（
内
線
３
２
３
）

○
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

 

・
相
談
受
付
時
間
（
平
日
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

問　

和
歌
山
労
働
局　

雇
用
環
境
・

　

均
等
室
☎
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１

　

１
７
０

平
成
29
年
度　

市
政
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

今
年
度
の
市
政
懇
談
会
を
、
７
月

１
日
か
ら
29
日
ま
で
の
間
、
市
内
18

会
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

延
べ
、
７
８
５
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
市
の
施
策
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
貴
重

な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
賜
り
ま
し

た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
ご
参

加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

問　

市
長
公
室  

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　
　
（
内
線
１
１
８
）

大
会
結
果

第
46
回
岩
出
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
市
民

交
流
大
会

○
日
時　

７
月
13
日
（
木
）

○
場
所　

根
来
若
も
の
広
場

○
男
子
の
部　
（
50
名
参
加
）

１
位　

谷
本
武
夫

２
位　

奥
村
勝
見

３
位　

大
野
三
男

○
女
子
の
部　
（
34
名
参
加
）

１
位　

藤
田
妙
子

２
位　

堺
野
ヒ
ロ
ミ

３
位　

村
山
久
子　

※
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
協
会
主
催
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

〔住所〕〒649‐6211　岩出市東坂本672

〔電話〕62-4029　〔FAX〕63-2570　

〔HP〕http://www.w-botanicalgarden.jp

緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの

9月の休園日

【展示会】
9月16日（土）～17日（日） 森のキノコ展 16日：13:00～16:00、17日： 9:00～16:00

9月23日（土・祝）～24日（日） 黒潮愛蘭会・秋の展示会 9:00～17:00（最終日16:30まで）

10月7日（土）～9日（月・祝） 秋の小品盆栽展 9:00～16:30（最終日16:00まで）

10月7日（土）～8日（日） 古典植物と山野草展 9:00～17:00（最終日16:30まで）

【教　室】
9月17日（日） キノコ観察会 13:30～15:30、参加費無料、事前申込不要

10月8日（日） 10月の寄せ植え教室 13:30～15:00、参加費1,800円、事前申込要

【イベント】
10月8日（日） 和歌山の木で作ろう（木工） 10:00～15:00、参加費無料、事前申込不要

（材料が無くなり次第終了）

  5日（火）、12日（火）
19日（火）、26日（火）

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

○
日
時　

7
月
9
日
（
日
）

○
場
所　

広
川
町
民
体
育
館

▽
男
子
の
部

※
シ
ン
グ
ル

☆
小
学
６
年
生
以
下
の
部

３
位　

村
田
佑

☆
小
学
５
年
生
以
下
の
部

１
位　

山
本
遥
希

▽
女
子
の
部

※
ダ
ブ
ル
ス

☆
小
学
６
年
生
以
下
の
部

２
位　

今
井
来
望
・
津
田
賀
春
音

３
位　

岩
橋
心
夢
・
西
畑
彩
莉

☆
小
学
４
年
生
以
下
の
部

１
位　

正
林
初
菜
・
山
本
楓
恋

３
位　

田
村
春
妃
・
田
中
芹
香

第
26
回
全
国
小
学
生
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
和
歌
山
県
予
選
会

※
シ
ン
グ
ル

☆
小
学
６
年
生
以
下
の
部

１
位　

𠮷
川
真
央

☆
小
学
４
年
生
以
下
の
部

２
位　

 

𠮷
川
莉
央

▽
男
女
初
心
者
の
部

※
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

岡
野
蓮
花
・
黒
田
菜
月

２
位　

長
谷
川
志
乃
・
鉄
沢
ひ
か
り

※
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

６
月
定
例
会

○
日
時　

6
月
27
日
（
火
）

○
場
所　

大
宮
神
社
境
内
練
習
場

▽
ト
リ
プ
ル
ス
の
部

１
位　

藤
本
敏
治
・
薮
下
進

　
　
　

・
上
中
久
子

２
位　

 

𠮷
本
功
・
藤
田
久
子

　
　
　

・
吉
田
福
子

３
位　

西
川
勝
美
・
細
谷
小
夜
子

　
　
　

・
川
端
佑
子

※
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
主
催

少
林
寺
拳
法
創
始
70
周

年
記
念
２
０
１
７
年
少

林
寺
拳
法
和
歌
山
県
民

体
育
大
会

○
日
時　

6
月
25
日
（
日
）　

○
場
所　

紀
の
川
市
民
体
育
館

▽
単
独
演
武

☆
小
学
２
年
生
の
部

３
位　

山
下
乃
蒼

※
岩
出
市
少
林
寺
拳
法　
　
　

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

上旬よりスイフヨウ、下旬にはキイジョウロウホトトギスやバラが見頃を迎えます！
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お
知
ら
せ

講
座
・
催
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募　

集

環
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・
エ
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健
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・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果 建築士による木造耐震診断がえっ！建築士による木造耐震診断が

※件数に限りがあります。 無料！

一
つ
の
心
を
束
に

（学年は発表当時の学年です。）
中央小学校 6 年

南
みなみで

出　沙
さ ら

良 6/8回

小
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

　

こ
の
世
の
中
に
は
、
見
た
目
で
分

か
る
障
害
を
か
か
え
て
い
る
方
、
見

た
目
で
は
分
か
り
に
く
い
内
面
的
な

障
害
を
か
か
え
て
い
る
方
が
い
ま

す
。
み
ん
な
が
み
ん
な
同
じ
障
害
を

か
か
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
目
が
不
自
由
な
方
や
、
耳
が
不

自
由
な
方
、
体
が
不
自
由
な
方
、
そ

し
て
病
気
を
か
か
え
て
生
ま
れ
て
き

た
方
、
な
ど
の
人
達
で
す
。
一
人
ひ

と
り
個
人
差
は
あ
っ
た
と
し
て
も

「
障
害
」
と
い
う
負
担
を
か
か
え
な

が
ら
生
き
て
い
る
方
達
の
辛
さ
は
、

み
な
同
じ
な
の
で
す
。
で
す
が
、
見

た
目
で
分
か
る
障
害
の
方
に
は
み
ん

な
が
親
切
に
し
て
く
れ
た
り
、
好
意

的
に
対
応
し
て
く
れ
た
り
す
る
と
思

う
の
で
す
が
、
見
た
目
で
は
分
か
り

に
く
い
内
面
的
な
障
害
の
方
へ
の
対

応
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
両
者
の
障
害
の
方
に
嫌

な
事
を
さ
れ
た
場
合
、
見
た
目
で
は

分
か
り
に
く
い
障
害
の
方
に
対
し
て

は
、
見
た
目
で
分
か
る
障
害
の
方
よ

り
も
怒
り
を
向
け
て
し
ま
う
事
が
あ

り
ま
せ
ん
か
。
私
は
実
際
、
そ
う
い

う
場
面
を
目
に
し
た
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
、
私
は
「
ど
う
し
て
そ

う
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
私
自
身
は
ど
う
か
と
問
い

か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
幼
い
こ
ろ
に
内
面
的
な
障

害
を
か
か
え
た
子
と
出
会
い
ま
し

た
。
そ
の
子
に
は
、
特
別
扱
い
を
し

て
接
す
る
の
で
は
な
く
、
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
沢
山
ケ
ン
カ
を
し
た
り
も

し
ま
し
た
。
こ
の
子
と
一
緒
に
い
て

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
健
常
者

も
障
害
者
も
ど
ち
ら
に
も
違
い
は
な

く
、
み
ん
な
同
じ
感
情
と
心
を
持
つ

一
人
の
人
間
で
す
。
そ
の
よ
う
な
方

達
に
「
汚
い
」「
気
持
悪
い
」
な
ど

言
葉
に
し
た
り
、
態
度
で
表
し
た
り

し
て
い
じ
め
る
人
や
社
会
的
な
大
人

達
ま
で
も
が
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た

時
、
胸
が
ふ
る
え
る
く
ら
い
の
怒
り

が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
ん
な
社
会
全
体
か
ら
の
視
線

を
変
え
て
あ
げ
ら
れ
な
い
無
力
な
自

分
に
と
て
も
腹
が
立
ち
ま
し
た
。

　

私
は
一
度
、
障
害
を
か
か
え
た
子

た
ち
が
通
う
、
支
援
学
校
の
運
動
会

の
応
援
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
の

み
ん
な
の
気
は
く
と
笑
顔
に
お
ど
ろ

か
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
よ
り
も
一
つ

一
つ
の
こ
と
に
一
生
け
ん
命
取
り
組

み
、
真
面
目
に
笑
顔
も
絶
や
さ
ず
、

時
々
笑
い
も
お
こ
る
ほ
ど
、
見
て
い

る
方
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
精
神
も
旺
盛
で
、
た
く
さ

ん
話
し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
子
達
の
純
粋
さ
に
感
動
し
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
夏
休
み
に
入
り
悲
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。
何
人
も
の
障
害
の
方
が
殺
さ
れ

て
し
ま
う
と
い
う
事
件
で
し
た
。
犯

人
が
殺
し
た
理
由
は
「
障
害
者
な
ん

て
死
ね
ば
い
い
」
と
思
っ
た
か
ら
だ

そ
う
で
す
。
こ
の
世
に
う
ば
っ
て
い

い
命
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん

な
け
ん
命
に
生
き
て
い
る
の
で
す
か

ら
。
本
当
に
胸
が
痛
み
、
と
て
も
悲

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
に
あ

た
っ
て
、
障
害
を
か
か
え
る
子
の
お

母
さ
ん
に
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
お
母
さ
ん
は
「
ど
ん

な
人
で
も
一
人
ひ
と
り
、
人
間
ら
し

く
生
き
る
権
利
が
あ
る
。
そ
ん
な
国

に
、
社
会
全
体
が
な
っ
て
く
れ
る
と

嬉
し
い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
私
達
が
で
き
る
こ
と
は
、
言
葉
や

行
動
だ
け
の
見
た
目
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
は
な
く
、
一
人
で
も
多
く
心

か
ら
障
害
の
方
を
受
け
と
め
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
世
の
中
、
強

者
だ
け
が
集
ま
り
、
強
者
の
国
と
し

て
成
り
立
っ
て
い
け
ば
い
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
常
者
も
障
害
者

も
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
一
つ

の
国
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
み
ん
な
が

共
に
支
え
あ
い
生
き
て
い
け
る
よ
う

な
、
人
間
同
士
の
差
別
の
な
い
社
会

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

対象住宅：　　　　　　　　　　　に建築された木造住宅

～対象住宅が拡充されました～
平成 12 年 5 月以前

☆そのほか、住宅の耐震化に関する補助制度が盛りだくさん！まずは、お気軽にお問い
　合わせください！耐震ベッド・耐震シェルター設置工事の補助などもあります！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　都市計画課（内線 225）

（2 階建て以下、延床面積 200㎡以下）
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問　 保健推進課  保健推進係

　　 ☎ 61-2400

乳幼児健康診査

■ 4 か月児（平成 29 年 5 月生）
受付時間 13:00 ～ 13:15

25 日（月）・26 日（火）

■ 7 か月児（平成 29 年 2 月生）
19 日（火）・20 日（水）

■ 1 歳 8 か月児

13 日（水）・ 27 日（水） 

受付時間 13:00 ～ 13:30
■ 3 歳 6 か月児

  8 日（金）・15 日（金） 

受付時間 9:00 ～ 9:30
■ 10 か月児

13 日（水）・ 27 日（水）

乳幼児健康相談

■ 2 歳 6 か月児

  8 日（金）・15 日（金）

栄養教室（離乳食）
受付時間 9:45 ～ 10:00
   4 日（月）

内容：離乳食について

場所：総合保健福祉センター

乳幼児保健事業予定表

9 月

育て子
コーナーみ

ん
な
あ
つ
ま
れ

　
　
　

い
わ
で
っ
子

10 月 対         象 あそび 時間 場所 定員

13 日（金）

20 日（金）

0 歳児

（平成 28 年 4 月 2 日生

以降）
製作

（文化祭展示の

製作）

午前10時30分～

　　　11時30分

総合保健福祉セ

ンター

各 10 組

  3 日（火）

10 日（火）

１歳児

（平成 27 年 4 月 2 日生

～平成 28 年 4 月 1 日生）

各 10 組

  2 日（月）

23 日（月）

２歳児

（平成 26 年 4 月 2 日生

～平成 27 年 4 月 1 日生）

各 15 組

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
時

が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い
遊

び
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
開
始
日

・
0
歳
児
︙
9
月
13
日
（
水
）
～　

・
1
歳
児
︙
9
月
14
日
（
木
）
～　

・
2
歳
児
︙
9
月
15
日
（
金
）
～　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
・
問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　

ー
☎
61
‐
２
９
８
３

（平成 28 年 1 月生）  

（平成 26 年 2 月生）

（平成 28 年 10 月生）

（平成 27 年 2 月生）

　　　　　　　　（予約制）

○
テ
ー
マ

　
「
子
育
て
楽
し
く
～
み
ん
な
が
み

ん
な
豊
か
な
育
ち
を
～
」
に
つ
い
て

○
日
時　

９
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

会
議
室
Ａ

○
講
師　

桃
郷
常
務
理
事
長　

　
　
　
　

舩ふ
な
き木　

栄え
い
こ子　

氏

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

20
組

○
一
時
保
育
あ
り
（
１
歳
以
上
）

※
希
望
の
方
は
９
月
４
日
（
月
）
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　

ー
☎
61
‐
２
９
８
３

子
育
て
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　

あ
い
あ
い

♪
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
お
母
さ
ん
、
お

　

友
だ
ち
を
探
し
て
い
る
お
母
さ
ん

　

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

♪
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
、

　

お
父
さ
ん
、
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

♪
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
年
齢
の
お

　

友
達
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か

♪
違
う
年
齢
の
お
友
達
と
一
緒
に
遊

　

ん
で
み
ま
せ
ん
か

♪
様
々
な
子
育
て
情
報
を
発
信
し
た

　

い
人
、
受
信
し
た
い
人
、
ご
自
由

　

に
ど
う
ぞ

♪
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
も

　

す
る
よ
！

○
日
時　

9
月
13
日
（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　
（
こ
の
時
間
中
で
し
た
ら
、
自
由

に
入
室
・
退
室
で
き
ま
す
）

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階　

小
ホ
ー
ル
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子
育
て
講
座
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

○
持
ち
物

　

お
子
さ
ん
に
必
要
な
物
（
飲
み
物

は
お
茶
の
み
可
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

岩
出
市
母
子
保
健
推
進
員
に
よ
る

パパママ教室（妊婦教室）
受付時間 9:45 ～ 10:00　　　　　　　　（予約制）

26 日（火）

内容：4 か月までの赤ちゃんと
　　　お母さんの体操

☆
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
☆

　

市
の
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
で

は
、
子
育
て
支
援
・
サ
ー
ビ
ス

情
報
や
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ま
の
お
写
真
を
掲
載
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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①氏名（ふりがな）②生年月日  ③住所  ④電話番号  ⑤メールアドレス⑥メッセージ（30 文字以内）を記載の上、写真データ（1MB

以上）を添付しメールでご応募ください。11 月号掲載の締切は 9 月 22 日（金）です。応募多数の場合は抽選とさせていただ

きますので、ご了承ください。　■あて先　市長公室　市民ふれあい係　koushitsu@city.iwade.lg.jp　

いわで
っ子

3 歳 ま で の お 子 さ
んの写真を

大募集！  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

岩出市内の

　現在、児童手当を受給している方は、子どもの養育状況を確認するために、現況届の提出が必要です。

　まだ提出ができていない方は、早急に子育て支援課まで提出してください。（郵送可）

　未提出の場合、受給資格があっても、６月分以降の児童手当が受けられなくなりますのでご注意ください。

　

　※なお、平成 29 年１月２日以降に岩出市に転入された方は、平成 29 年度児童手当用所得証明書（平成 29 年１

　　月１日の住所地で取得）の添付が必要です。

　　また、受給者と児童が別住所（岩出市外）の場合は、児童の属する世帯全員の住民票の添付が必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　子育て支援課  児童福祉係（内線 324）

児童手当の現況届（更新の手続き）の提出はお済みですか？

ちゃん（1 才） ちゃん（1 才） ちゃん（2 才）

　関係機関と連携しながら子どもの安全対策に努めていますが、登下校時や放課後に不審者情報が寄せられていま

す。

　犯罪を企てようとする者は、声をかけられたり目撃されたりするのを嫌がると言われています。

　庭の水やりや玄関の掃除、散歩など、日常の活動を登下校の時間に合わせていただくことで、犯罪の抑止力が高

まります。

　学校行事等により、各学校や学年で下校時間が異なることがありますが、子どもたちの安全を守るため、地域の

皆さま方のお力をぜひお貸しください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　教育総務課  学校教育係（内線 276）

子どもの安全見守りにご協力ください

※年齢は申込み時の年齢です。

◆毎日保育園も頑張って
ます。元気いっぱい楽し
い毎日です (^^)

◆いつもにこにこ杏ちゃ
ん♡お兄ちゃんと仲良く
いっぱい遊ぼうね！

◆ ニ コ ニ コ 笑 顔 の 樹 加
ちゃん！兄と姉となかよ
く育てっ♡

ひまり 杏
あ ん

樹
じ ゅ か

加
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

相談 日時
（祝日除く） 内容 問い合わせ先

消費生活相談
（岩出市開設）

  5日（火）・19日（火）
午後1時～4時

岩出市役所　1階　第1会議室Ｂ
　悪質訪問販売や架空請求、貸金業者
からの借金問題などの消費者問題に
ついてご相談ください。
　紀の川市開設日もご利用いただけ
ます。

市長公室
（内線114）

消費生活相談
（紀の川市開設）

13日（水）・27日（水）
午後1時～4時

紀の川市役所南別館
2階　相談室（小）

紀の川市商工観
光課☎79-3919

行政相談
20日（水）
午後1時～3時

根来地区公民館　会議室
　行政サービスに関する苦情、行政の
仕組みや手続き等、どんなことでもお
気軽にご相談ください。

市長公室
（内線119）

人権相談
12日（火）
午後1時～4時

総合保健福祉センター
　「人権問題ではないだろうか？」と
感じたときは、お気軽にご相談くださ
い。人権擁護委員が相談に応じます。

福祉課  人権啓
発係（内線321）

全国一斉　高齢
者 ・ 障害者の人
権あんしん相談

4日（月）～10日（日）
午前8時30分～午後
7時

電話相談（土・日曜日は午前10時
～午後5時）

　暴行・虐待などの高齢者や障害者を
めぐる様々な人権相談。相談は無料で
秘密は厳守されます。

☎0570-003-
110（全国共通）

教育相談
月～金曜日
午前8時45分～
　　 午後5時30分

○スクールカウンセラー
　・山崎小学校・山崎北小学校
　・上岩出小学校
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○スクールソーシャルワーカー
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○岩出市青少年センター

　
　岩出市内の小中学生や保護者の方
を対象に、学習や生活、不登校や子育
て等教育全般に関する相談を受け付
けています。

・在籍の小中学校
・青少年センター
☎61-7007

・教育総務課
 （内線290）

○適応指導教室「フレンド」
　岩出市内の小中学校に在籍する児
童生徒の、不登校や子育てに関する相
談を受け付けています。

適応指導教室 
☎62-0892

子育て相談

月～金曜日
午前9時～午後5時

和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室

　子育ての悩みなどの相談を受け付
けています。電話で相談後、相談内容
で面談が必要であれば、予約日を決め
て来院していただきます。

和歌山県立医科
大学小児成育医
療支援室☎
073-441-0808

毎週木曜日
午後2時～4時

公立那賀病院

健康相談
毎週月曜日
午前9時30分～11時

総合保健福祉センター 健康や育児等について
保健推進課
☎61-2400

こうのとり相談

医師と相談 那賀振興局健康福祉部相談室
不妊専門医による面接相談

（予約制） 那賀振興局健康
福祉部保健福祉
課☎61-0049月～金曜日

午前9時～午後5時45分
電話相談 保健師による電話相談

ふれあい相談 毎週月曜・金曜日
午前9時～午後4時

総合保健福祉センター

家事（離婚、相続、遺言、夫婦関係等）・
事故・民事（破産・損害賠償等）・行政・
労働問題など

社会福祉協議会
☎63-3246

ふれあい専門
相談

第3火曜日
午後1時～4時

税務相談

第4火曜日
午後1時～4時

民事・登記相談

岩出市役所☎ 62-2141（代）

困 ったときは

こちらまで

相談してください困9
月

場所
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生涯学習課　青少年女性係　☎ 62-2141（内線 282・283）

青少年健全育成 コーナー

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

第 12 回岩出市青少年育成市民大会

　青少年が、夢と希望を持ち、「生きる力」を身につけ、たくましく健やかに成長していくことを願い、より一層青

少年への理解を深め、健全育成の意識の高揚を図り、家庭・学校・地域が今何をすべきかを考える機会として開催し

ます。

○日時　９月２日（土）午後 1 時 30 分から

○場所　岩出市立市民総合体育館　小ホール

○内容
・表彰状授与

・賞状授与「絆」小・中学生ポスター優秀作品

・中学生による「少年の主張」作文発表

・甘辛亭ちきん（子ども落語）

・那賀高等学校　吹奏楽部演奏発表

※司会は那賀高等学校放送部員、岩出第二中学校生徒が務め

ます。

○入場料　無料

○主催　岩出市青少年育成市民会議

※各地区育成会の活動状況の紹介、小・中学生の「絆」ポス

ター展示コーナーを設置しています。

甘辛亭ちきんさん

　現在、中央小学校に通う５年生。

　小学２年生の春、ボランティア団体わか

やま楽落会の「こども落語ワークショッ

プ」に参加し、落語のおもしろさに出会う。

昨年、宮崎で開催された「ひむかの国こ

ども落語全国大会 小学生の部」において、

初出場で最優秀賞を受賞。現在は、月１回

の落語ワークショップの他に地域イベント

や社会福祉施設などでの出張寄席に出演し

ています。

▼昨年の大会の様子

手話通訳します
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☆本はおひとり１０冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで２週間借りられます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。※視聴覚資料は岩出図書館カウンターでお返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

9月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
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図書館 へ

岩出図書館

行こう

（根来1472-1）
☆本はおひとり１０冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで２週間借りられます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。※視聴覚資料は岩出図書館カウンターでお返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

9月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

9 月のおはなし会

○図書館ボランティアによるおはなし会
  3 日（日） ・ 10 日（日）・・・「おはなしドロップス」

17 日（日）・24 日（日）・・・「おはなしのとびら」

　　午後 1 時 30 分から

　　岩出図書館おはなし室　

  9 日（土）・・・「おはなしのじかん」

　　午後２時から

　　総合保健福祉センター図書室おはなし室　　

○図書館スタッフによるおはなし会
23 日（土・祝）・・・「おはなしパレット」

　　午後３時から

　　岩出図書館おはなし室

※子ども向けですが、どなたでもお楽しみいただけ

　ます。

「科学道 100 冊」展示コーナー

★がんばれルルロロ

「地震！」図書コーナー

　図書館で所蔵している資料の中から、地震につい

ての本を展示します。地震はいつ何時起こるかわか

りません。いざという時に慌てず行動するために、

これを機会に地震について考えてみてはいかがで

しょうか。

○期間　9 月 2 日（土）～ 10 月 1 日（日）

○場所　岩出図書館　展示コーナー

○日時　9 月 30 日（土）　

　　　　　開場　午後 1 時 45 分

　　　　　開演　午後 2 時

○場所　岩出図書館　大会議室

　　　　（先着 100 名）

図書館 DVD 上映会

映画会×交流サロン

○日時　9 月 12 日（火）　

　　　　　開場　午後 1 時 15 分

　　　　　開演　午後 1 時 30 分

○場所　岩出図書館　大会議室

　　　　（先着 100 名）

●やさしい本泥棒　（131 分）

　孤独な少女が本をきっかけに心を開き、本を通じ

て人々とふれあい成長していくさまを、ナチス支配

下のドイツを舞台に描いた感動の物語。　　

※上映会のあと、映画の感想や、普段読んでいる本

のことなど参加者同士で話す場所として１時間程

度、会場を開放します。

23 日（土・祝）・・・「おはなしパレット」

～ふたりっていいね～（25 分）

　科学の面白さ、深さ、広さを伝える「科学道 100

冊」で紹介されている、図書館所蔵の本を展示しま

す。先着順で「科学道 100 冊」のブックレットを

差し上げます。

○期間　9 月 2 日（土）～ 10 月 1 日（日）

○場所　岩出図書館　展示コーナー
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と、動画が再生できます。動画が再生され
ない場合は、市ウェブサイトからご覧くだ
さい。

暑さに負けず泥だらけ♪

　今年もどろリンピックが開催され、参加者は泥だらけ

になりながら、各競技を楽しまれていました。市外では

兵庫県からの参加者もあり、会場は盛り上がりました。

どろリンピックが開催されました 7／31

もしもの時のために！

　市内の中学校では、災害を想定した防災訓練を実施し

ました。生徒らは、初期消化訓練や応急救護訓練などを

学び、体験しました。

防災訓練を実施しました 7／ 2421.

和歌山県内の魅力を発信！

　旧和歌山県議会議事堂（一乗閣）において、「クールジャ

パン推進会議 in 和歌山」が開催され、会議では、歴史

や文化等の情報発信について議論されました。

クールジャパン推進会議 in 和歌山 7／15



広
報

い
わ

で
　

編
集

・
発

行
  岩

出
市

役
所

  市
長

公
室

〒
649-6292  和

歌
山

県
岩

出
市

西
野

209  ☎
0736-62-2141

総
人

口
  : 53,915

人
（

男
: 26,028

人
　

女
 : 27,887

人
）

世
帯

数
 : 22,517

世
帯

　（
平

成
29

年
7

月
末

現
在

）
電

子
メ

ー
ル

　
　

koushitsu@
city.iw

ade.lg.jp
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
　

http://w
w

w
.city.iw

ade.lg.jp/

第 12 回岩出市文化祭について

○展示期間　

　10 月 28 日（土）午前 10 時～午後 5 時

　10 月 29 日（日）午前９時～午後 3 時 30 分

○会　　場　岩出市立市民総合体育館

○申込締切　9 月 15 日（金）まで

○申  込  先　市内各地区公民館・市役所生涯学習課

【搬　　入】　10 月 27 日（金）午前 9 時～午後 2 時

【搬　　出】　10 月 29 日（日）午後 3 時 40 分～ 5 時

※その他、詳しい出品規定等は申込先各施設掲示のポ

　スター、  市ウェブサイトをご覧いただくか、問い合

　わせ先までご連絡ください。

展示作品募集中

○日　　程　① 10 月 28 日（土）午前 10 時～

　　　　　　② 10 月 28 日（土）午後１時 30 分～

　　　　　　③ 10 月 29 日（日）午前９時～

○定　　員　①②③　各 15 名

○場　　所　岩出市陶芸館（サンホール）

○材  料  費　500 円程度

○申込方法
　陶芸体験ご希望の方は、9 月 29 日（金）までに岩

出市文化祭実行委員会事務局に電話でお申し込みくだ

さい。なお、定員になり次第締め切らせていただきま

すのでご了承ください。

陶芸体験コーナー参加者募集

問　第 12 回岩出市文化祭実行委員会事務局 ☎ 62-2141（内線 283・285）

日常生活の移動手段に！お買い物に！

バスを活用してみませんか？
岩出市では次のようなバス路線を運行しています！目的に合わせてぜひご利用ください！

　岩出市内を３コースで巡回。市役所や図書

館、ＪＲ岩出駅などへのお出かけやお買い物に

大変便利です。

　また、時刻表の見直しを行いました。

　主な変更点は以下のとおりです。

　　・バス路線図を岩出市地図上に記載。

　　・時刻表サイズを拡大しました。

　　　（バス発着時刻の変更はありません。）

　

　変更後の時刻表は、市役所等、各公共施設に

設置し、また、市ウェブサイトからもダウンロー

ドできますので、ぜひご活用ください。

　岩出市と紀の川市内を巡回。岩出市役所や紀

の川市役所、公立那賀病院、貴志川方面に向か

います。「岩出市巡回バス」と岩出市役所やＪ

Ｒ岩出駅で乗り継ぎできます。

　ＪＲ岩出駅～ＪＲ和泉砂川駅～南海本線樽井

駅を結ぶ路線。通勤・通学に便利です。なお、

一部の便はイオンモール泉南やりんくう駅・ア

ウトレットまで路線を延長していますので、お

出かけやお買い物にぜひご利用ください。

岩出市巡回バス 紀の川コミュニティバス

大阪方面路線バス

問　総務課　総務係　☎ 62-2141（内線 131）

～ひろげよう　文化の輪～

 　　　　　

根来公園墓地

○お花とお線香だけ持ってお参りください。

本籍 ・ 住所に関係なく

根来公園墓地には水道・手桶・ひしゃくも完備しています。重い荷物はいり
ません。お花とお線香、ロウソクなどだけでお手軽にお参りいただけます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　産業振興課　☎ 63 ‐ 5840

「手軽にお参り」 どなたでもご使用できます ！

今 だ け ！市営


